
























































































































































































































































































体細胞的特徴 生殖器官 ド･ビアの体系での名称 形態的な結果






遅滞される ─ ネオテニー 幼形進化
（遅滞による）
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（Ｄ）体細胞的な発育のスピードアップによる促進













図1-9 （続き （3））　「純粋」な種類における異時性のタイプ。　   〔出典：グルード，363 ～ 365頁〕
─ 54 ─















































2～ 3 1.2 ～？ 2～8.5 9 33 ─
オラウータン 39 2 ～ 3 4.0 ～ 13.0 3.5 ～ 9.8 11 30 ─
チンパンジー 34 2 2.7 ～ 12.3 2.9 ～ 10.2 11 35 9
ゴリラ 37 ─ 3.0 ～ 13.0 3.0 ～ 10.5 11 35 6 ～ 7
























































































































































































　　（１）　A + A’= B ; B + B’ = C ; など。
　　（２）　B – A’ = A ; C – B = B’ ; など。
　　（３）　A + 0 = A .
　　（４）　A + A = A , したがって A + B = B ; など。
　　（５）　（A + A’） + B’ = A + （A’ + B’）。しかし，（A + A） – A ≠ A + （A – A）。
　　　　　なぜなら，A – A = 0 だから。（ピアジェ，1970b，55-56頁）
　このような演算が成立するものとして，群性体は特徴づけられる。ふつうの数式と違う
のは，（４）である。A + A というのは，「雀と雀を集めたもの」という意味である。たし
かに，雀と雀を集めても，雀にしかならないから，A + A = A が成立する。A + B = Bと
いうのは，「雀と鳥を集めたら，鳥になる」ということである。「＋」を加法と理解すべき
なら，A + A = A は，「雀の集合に雀の集合を加えたら，雀の集合が得られる」というこ























2-2-2-1　運動方程式 f = ma は認知発達の対象となるか
　ピアジェは，認知発達の後期，10歳以後のこととして，運動方程式 f = ma についての
認識を論じている（1970b，59頁，119-120頁）。しかし，運動方程式 f = ma を認知発達の









　教育課程上は，運動方程式 f = ma の内容を全員必修扱いにすることも可能だが，これ
は机上の空論というほかないだろう。運動方程式 f = ma の内容自体高度であり，それを
10歳以後の発達＝個体発生において達成すると考えることは，現実性がない。教授され
れば10歳以後，あるいは形式操作期の子どもは運動方程式 f = ma の内容を理解できるよ
─ 64 ─
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うになる，というようにピアジェの議論を捉えるならば，それは発達研究の論題になり得
るともいえる。しかし，その場合，認知発達研究の対象とすべきものは，運動方程式 f = 
ma ではなく，それを理解する能力の方であろう。決して，運動方程式 f = ma の内容が
研究対象になるわけではない。


















































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 46 号（2019 年 11 月 29 日）
[引用文献]
　Gould, S. J.  1977.  Ontogeny  and  Phylogeny.  S.J.グールド（仁木帝都，渡辺政隆
訳）『個体発生と系統発生』工作舎，1987年。
　Piaget, J.  1940.  Le  développement  mental  de  l’enfant.  in  Six  étude  de 
psychologie,  1964.  ピアジェ「子どもの精神発達」（滝沢武久訳『思考の心理学―発
達心理学の6研究』みすず書房，1968年，所収，同書の第1章）。
　Piaget, J.  1950a.  Introduction  à  l’ épistémologie  génétique,  tome  1,  La  pensée 
mathématique.   ピアジェ（田辺振太郞，島尾元訳）『発生的認識論序説　第Ⅰ巻　
物理学思想』三省堂，1975年。
　Piaget, J.  1950b.  Introduction  à  l’ épistémologie  génétique,  tome  2,  La  pensée 
physique.  ピアジェ（田辺振太郞，島尾元訳）『発生的認識論序説　第Ⅱ巻　数学思想』
三省堂，1976年。
　Piaget, J.  1950c.  Introduction  à  l’ épistémologie  génétique,  tome  3,  La  pensée 
biologique,  la  pensée  psychologique  et  la  pensée  sociologique.  ピアジェ（田辺
振太郞，島尾元訳）『発生的認識論序説　第Ⅲ巻　生物学思想，心理学思想，および
社会学思想』三省堂，1980年。
　Piaget, J.  1953.  Logic  and  Psychology.  ピアジェ（芳賀純訳）『論理学と心理学』
評論社，1966年。
　Piaget, J.  1960.  The  Child’s  Conception  of  Physical  Causality.  ピアジェ（岸田
秀訳）『子どもの因果関係の認識』明治図書，1971年。ちなみに仏語版は1927年である。












　Piaget, J.  1970b.  L’épistémologie  génétique.  translated  by  Mays,  W.  The 







　Piaget, J.  1970c.  Piaget’s  Theory.  in  Carmichael’s  Manual  of  Child 
Psychology (3rd  ed) : Vol.1.  ピアジェ（中垣啓訳）『ピアジェに学ぶ認知発達の科学』
北大路書房，2007年。









3  この引用は，グールドからの重引である。ピアジェの原典は，1969年の雑誌Columbia 
Forumの論文‘Genetic  Epistemology’である。ほとんど同じ記述が1970aの日本語
訳17-18頁にある。日本語訳での比較であるが，この引用の方が論旨明解である。1970a
の本の記述は冗長で，論旨も不明確になっている箇所がある。
4  ピアジェの認知発達の特徴については，拙稿「認知発達」（古屋喜美代・関口昌秀・荻
野佳代子編 『児童生徒理解のための教育心理学』 ナカニシヤ出版，2013年，第2章，所収）
で簡単に紹介した。
5  前原昭二『数学基礎論入門』朝倉書店，1977年，2頁。
6  小出昭一郎『量子力学（Ⅰ）　改訂版』裳華房，1990年，19-20頁。
7  同上，20頁。
8  ルドゥー（森憲作監修，谷垣曉美訳）『シナプスが人格をつくる』みすず書房，2004年，
98-99頁。
